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指導活用技術 

分類名〔水稲〕 

指５ 令和元年産米の品質低下要因の特徴 

宮城県古川農業試験場 

 

要約  

令和元年産の玄米品質低下の主な要因は，移植後の高温多照により初期生育が促進し，㎡当たり

穂数，㎡当たり籾数の増加につながり，出穂後の高温により乳白粒の発生が助長されたためである。 

 

１ 取り上げた理由 

令和元年の水稲作は，作況指数 102 のやや良となったが，玄米品質は１等米比率が 65.4％で，過

去 10 か年の中で最も低く，２等米以下の主な格付け理由は「形質」（主に乳白粒）であった（令和

元年 12 月末現在）。当年産の玄米品質の特徴を検討したところ，初期生育の過剰による籾数過多

が，出穂後の高温による品質低下を助長した要因となったことが明らかとなったので，指導活用技

術とする。 

 

２ 指導活用技術 

（１）５～６月上旬の高温多照により移植後の初期生育が良好となり，㎡当たり茎数が増加し，㎡当

たり穂数，㎡当たり籾数の過多につながり，品質の低下に影響した（図１，図２）。 

（２）㎡当たり籾数の適正範囲では乳白粒の発生は，出穂後 20 日間の平均気温の温度によらず少な

い傾向であったが，㎡当たり籾数が多い場合では温度によらず多い傾向であった（図３）。 

（３）移植時期別では「ひとめぼれ」の移植が遅いほど，乳白粒の発生が低下する傾向であったが，

「つや姫」では時期別の差は認められなかった（図４）。 

（４）出穂時期が遅いほど，出穂後 20 日間の平均気温は低く推移し，乳白粒の発生は低下する傾向

であった（図５）。 

（５）乳白粒の発生は，高温耐性が中で中生品種の「ひとめぼれ」は，出穂が遅いほど，乳白粒の発

生が低下する傾向で，直播栽培では移植栽培よりで出穂期が遅いため，乳白粒の発生は低くな

った。高温耐性がやや強で晩生品種の「つや姫」は「ひとめぼれ」より出穂期が遅く，乳白粒の

発生は少ない傾向であった（図５）。 

（６）標高の高い山間部，西部，南部，三陸沿岸等の気温が低い地域では，一等米比率は高く地域間

差が認められた（データ略）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普及対象：農業者，普及指導員，営農指導員 
普及想定地域：県内全域                  

【㎡穂数】
やや多
【㎡籾数】

多

<5月～
6月第1半旬>
高温多照

【基肥窒素消失時期】
早い

【葉色】
高

【土壌窒素発現量】
6月上旬・下旬：多い
7月上～中旬：少ない
7月下旬～8月上旬：多い

【稲体窒素吸収量】
・～7月中旬 ：並
・7月下旬～ ：多

3～4月
降水量並

【乾土効果】
小

<6月第2半旬～
7月第1半旬>
気温・日照
平年並

【活着・初期生育】
良好・㎡茎数多

【生育】
平年並 【登熟】

促進短縮
【同化産物】
穂への
転流阻害

【生育】
停滞

【収量・品質】
・出穂早：
収量並，品質不良
・出穂遅：
収量やや多，品質良

【二等米以下の落等理由】
第１位：形質 （３１.８％）
第２位：着色粒（ ２.２％）
第３位：被害粒（ ０.３％）

<7月第2半旬～
7月第5半旬>
低温寡照

【台風第19号＆低気圧等】
・出荷用米の浸水冠水
・晩期や直播栽培の浸水冠水
・稲わら流失等

【生育】
急激に促進

【千粒重】
【登熟歩合】
やや不良

【１穂籾数】
増

<7月第6半旬～
8月第2半旬>
高温多照

<8月第3半旬～
9月第1半旬>
気温並・寡照

<9月～10月>
・高温多照少雨
・台風/低気圧等

→大雨

【収量：最終値】
・作況指数１０２
・収量５５１ｋｇ/10a
（ふるい目1.7mm)

【一等米比率(12月末現在】
宮城県 ６５.４％
「ひとめぼれ」 ６１.８％
「つや姫」 ９２.０％
「ササニシキ」 ５４.８％
「だて正夢」 ９８.３％

図１ 水稲作柄概況図（令和元年産） 
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３ 利活用の留意点 
（１）玄米品質の結果は，粒厚 1.9mm 以上の玄米をサタケ社製穀粒判別機 RGQI-10A で計測。 
（２）高品質米生産を図るため，令和２年度稲作指導指針に示した技術的対策を実施する。 

（問い合わせ先：宮城県古川農業試験場 作物栽培部 電話 0229-26-5108） 
 
４ 背景となった主要な試験研究の概要 
（１）試験研究課題名及び研究期間 

イ 主要農作物高位安定生産要因解析事業（令和元年度） 
ロ 生育調査ほ（令和元年度） 

 

（２）参考データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）発表論文等 

イ 関連する普及に移す技術 

（イ）平成 22 年産米の高温登熟等による品質低下要因の特徴（第 86 号参考資料３） 

（ロ）平成 27 年産米の品質低下要因の特徴（第 91 号参考資料３） 

    （ハ）玄米の乳白粒発生に及ぼす籾数と出穂後の気温との関係（第 95 号指導活用技術４） 

ロ その他 

（イ）高橋信行・菅野博英・佐々木次郎(2020)，２０19 年の気象要因が水稲の籾数及び乳白粒

に及ぼす影響について，日本農業気象学会 2020 年全国大会講演要旨，p150 

（ロ）令和２年度稲作指導指針 

（ハ）宮城県における令和元年度水稲及び麦類・大豆の作柄解析 

（４）共同研究機関 

なし 
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図３ 出穂後 20 日間の平均気温と乳白粒率の関係 
（生育調査ほ「ひとめぼれ」） 

注１）平均気温は農研機構農業環境変動研究センター 
のメッシュ農業情報システムによる 

２）籾数少：206～270 百粒/㎡，適正籾数：278～301 
百粒/㎡，籾数多：308～364 百粒/㎡ 

図２ 「ひとめぼれ」「ササニシキ」「まなむ
すめ」の整粒以外の割合（生育調査ほ） 

注１）その他：青米、その他未熟、被害粒 
２）Ｈ27 は高温年  

     ３)「形質」は乳白・基部・腹白・その他の一部 
   ４)平年は平成 26～30 年の５か年平均値 

図４ 移植時期別の乳白粒率   
（生育調査ほ，作況ほ）    

図５ 出穂時期と品種別の乳白粒率 
（生育調査ほ，作況ほ，普及展示ほ，直播等 83 ほ場）  

注）上段図：出穂後 20 日間の平均気温  
    下段図：出穂時期と品種別 
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